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三川小学校のスローガン よく学び、よく遊べ！そして助け合う三川っ子！

【主な課題】

○休み時間の外遊びについて

児童の「休み時間は、進んで体を動かして

いる。」の肯定的評価が76％に留まりました。

外遊びを好む児童とそうでない児童の２極化

が進んでいます。計画委員会や体育委員会

の児童会活動の一環として、全校児童で外で

遊ぶ計画を立て、体を動かす心地よさを味わ

えるような取組を継続していきます。

○読書活動・家庭学習について

読書活動については、保護者評価が90％

から98％と高くなったのに、児童は69％と大き

く下がりました。家庭学習については、保護者

は78％となっており、本校の大きな課題となっ

ています。「家読のすすめ」など、学校からも

お薦めの家庭学習の情報を随時お伝えして

いくとともに、タブレットを持ち帰り積極的に活

用する課題を出すなど、家庭と学校で連携を

強めていきます。

○元気なあいさつの遂行・ルールの遵守につ

いて

子ども達のあいさつについては、平均80%

となりました。また、ルールを守ることは87.6％

となりました。気持ちのよい元気なあいさつの

励行と、学校生活でのルールを守る意識向上

については、道徳、学級活動や児童会活動等

での話し合いを通して、これからも粘り強く育

んでいきます。

自由記述でいただいたご意見・ご要望です

が、教職員に対するあたたかい内容もあり、

大変ありがたい気持ちでいっぱいです。ご要

望については真摯に検討し、子ども達にとっ

ても、保護者・地域の皆さんにとっても、よりよ

い学校にしていけるように努力していきます。

今後とも、どうぞよろしくお願いします。

校長 ＊＊ ＊＊

学校教育活動アンケート回答にご協力いた

だき、ありがとうございました。いただいた貴

重なデータから、本校の令和７年度の成果と

課題が分かってきました。

【主な成果】

○学校生活は楽しい

この項目の児童評価が92％から94％に増

えたことが、何よりも喜ばしいことです。今年

度は「学校はＴＫＧ！」（Ｔ⇒楽しくてためになっ

て、Ｋ⇒感動的で、Ｇ⇒グッと心に響く）学校に

しようと呼びかけてきました。今後も、100％を

目指していきたいと思います。

○学校と保護者との連携、学校からの情報発

信・情報提供について

保護者・児童・教職員ともに、平均で97.6％

の肯定的評価となりました。日々の電話連

絡、tetoru運用による欠席連絡や文書及び情

報配信ができていることが高評価につながっ

ていると考えています。

○教育相談等を通した子ども理解について

昨年度以前の本校

の課題であった教育相

談ですが、「困った時

には相談できている」

の児童評価が71％⇒

91％と20％高くなり、

保護者も90％となりま

した。児童の日頃の悩

みをキャッチする様々な方法を工夫したことが

効果を上げていると考えています。また、保護

者の皆さんがお子さんの気持ちに寄り添い、

学校と情報を共有してくださったこともよい方

向に進んだ大きな要因だと感謝いたします。

今後も、丁寧に児童の困り事を見取り一緒に

解決していくことで、豊かな人間関係づくりを

進めていきたいと思います。
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２月１２・１３・１６日の３日間、計画
委員会の企画で、「紙飛行機大会」を
行いました。ルールは簡単。自分で材

料を選び折った紙飛行機を自分で飛ばして、一
番長い距離飛ばした人がチャンピオンです。
１２日は高学年、１３

日は中学年、１６日は
低学年と、３回に分け
て開催しました。自由
参加でしたが、多くの子
ども達が自信作を持ち
寄り、腕を競い合いました。

２年＊＊＊＊さん、４年＊＊＊＊
さん、５年＊＊＊＊＊さんが、見事
初代チャンピオンになりました。
いろいろな特技をもっている子ども

達。今後も、スポットライトがあたるさまざまな機
会を設けていこうと考えています。

１月３０日（金）になわとび集会を実施しまし
た。児童は１２月１６日（火）から始めた「なわとび
活動」の成果を発表しました。
長縄の部では、ＡからＪ
の１０グループに分かれ
て、違う学年で、声を掛け
合いながら跳ぶことができ
ました。

長縄跳びに取り組む子
ども達の様子を見ている
と、いつもあたたかい気持
ちになります。上級生から
縄に入るタイミングを教え

てもらって、跳べるようになっていく低学年。うまく
跳べたらほめてもらい、跳べなくても「ドンマイ！」
「次、がんばろう！」と励ましてもらえていました。
上級生が跳ぶのを見ながら、跳ぶコツを身に付
けていく子ども達もいました。何よりも、お互いの
頑張りを評価できる「大切な目」を三川っ子はも
っています。
短縄の部では、これ

まで、体育の授業や休
み時間、またはご家庭
で練習を続けた自信の
ある技を披露すること
ができました。目標に向かってチャレンジする友
達に、自然とあたたかな拍手が沸き上がり、互い
の挑戦を称え合う姿が、輝いていました。なわと
び集会は、冬の季節に体を動かして体力をつけ
る以上の価値を、たくさん感じることができます。
保護者の皆さんも、寒い中応援に来ていただき、
ありがとうございました。

１・２月の読書賞は、２年＊＊＊＊さん、３年
＊＊＊＊＊さん、４年＊＊＊＊さん、＊＊＊＊
さん、＊＊＊＊さん、５年＊＊＊＊＊さん、＊＊
＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、６年＊＊
＊＊さんが受賞しました。

１月中に暗唱名人になった９名の児童の皆さ
んを紹介します。
1年：＊＊＊＊さん
３年：＊＊＊＊＊さん・＊＊＊＊さん
４年：＊＊＊＊さん・＊＊＊＊さん
６年：＊＊＊さん・＊＊＊＊さん・

＊＊＊＊さん・＊＊＊＊さん


